
中
国
の
投
資
信
託
︱
︱
一
〇
余
年
で
急
成
長

小

林

和

子

は
じ
め
に

二
年
前
の
中
国
投
資
信
託
に
関
す
る
出
版
物
は
意
気
盛

ん
で
、﹁
中
国
は
長
期
的
な
ブ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
況
だ
﹂

と
い
う
判
断
を
し
て
い
た
。
理
由
は
、
中
国
経
済
の
長
期

高
度
成
長
、
人
民
元
の
価
値
上
昇
継
続
、
そ
し
て
﹁
股
権

分
置
改
革
﹂
の
実
施
に
あ
っ
た
。﹁
股
権
分
置
改
革
﹂
と

は
株
式
が
大
き
く
流
通
株
式
︵
民
間
保
有
︶
と
非
流
通
株

式
︵
国
有
株
式
︶
と
に
分
か
れ
て
い
た
も
の
を
、
期
限
を

区
切
っ
て
非
流
通
株
式
を
消
滅
さ
せ
る
改
革
で
あ
る
。
現

在
、
高
度
成
長
は
や
や
鈍
り
︵
二
〇
〇
九
年
目
標
八
％
前

後
︶、
人
民
元
は
対
ド
ル
安
定
政
策
︵
一
ド
ル
＝
六
・
八

三
元
前
後
︶
が
採
ら
れ
、
非
流
通
株
式
の
消
滅
は
﹁
流
通

株
式
数
の
増
加
﹂
と
し
て
良
く
も
悪
く
も
こ
れ
か
ら
効
果

が
出
て
く
る
と
こ
ろ
だ
。
中
国
の
投
資
信
託
に
と
っ
て
は

よ
り
き
め
細
か
な
分
析
と
判
断
力
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

た
と
い
え
よ
う
。

歴
史
と
法
制

中
国
で
は
投
資
信
託
を
﹁
投
資
基
金
﹂
あ
る
い
は
﹁
基
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金
﹂
と
い
う
。

投
資
信
託
の
起
源
は
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
求

め
ら
れ
る
が
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
一
九
三
〇
年

代
、
中
国
に
は
さ
ら
に
遅
れ
て
入
っ
た
。
革
命
前
の
混
乱

期
の
中
国
に
は
株
式
や
国
債
は
存
在
し
て
も
、
広
く
大
衆

資
金
を
集
め
て
専
門
家
が
運
用
す
る
投
資
信
託
の
概
念
が

浸
透
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
革
命
後
、
株
式
会
社
の
な

い
時
代
に
は
無
論
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
証
券
市
場
が

多
く
の
面
で
持
つ
﹁
歴
史
遺
留
問
題
﹂
は
投
資
信
託
の
分

野
に
は
存
在
し
な
い
。

改
革
開
放
が
進
み
、
株
式
会
社
が
増
え
、
一
九
九
〇
年

末
の
上
海
に
続
き
、
深
圳
証
券
取
引
所
も
創
設
さ
れ
た
一

九
九
一
年
七
月
、
香
港
基
金
の
発
展
に
刺
激
さ
れ
て
、
珠

信
基
金
︵
六
九
三
〇
万
元
︶
が
成
立
し
た
。
こ
れ
が
中
国

で
最
初
の
基
金
で
あ
る
。
そ
の
後
、
武
漢
基
金
と
南
山
基

金
が
続
い
た
。
翌
一
九
九
二
年
八
月
に
金
華
市
信
託
投
資

会
社
の
金
信
基
金
が
同
社
証
券
部
で
株
式
取
引
同
様
の
競

争
価
格
方
式
で
取
引
さ
れ
た
。
同
時
に
、
国
内
・
基
金
管

理
専
業
と
し
て
最
初
の
深
圳
投
資
基
金
管
理
会
社
が
設
立

さ
れ
た
。
一
一
月
に
同
社
の
﹁
天
驥
基
金
﹂︵
全
国
的
基

金
中
最
大
規
模
の
五
・
八
一
億
元
︶
が
認
可
を
受
け
、
さ

ら
に
﹁
比
較
的
形
式
の
整
っ
た
﹂
最
初
の
投
資
基
金
で
あ

る
淄
博
郷
鎮
企
業
投
資
基
金
︵
一
億
元
︶
が
正
式
に
設
立

さ
れ
た
。
同
基
金
は
会
社
型
か
つ
閉
鎖
式
︵
ク
ロ
ー
ズ
ド

エ
ン
ド
︶
で
、
一
九
九
三
年
八
月
に
上
海
取
引
所
に
上
場

さ
れ
た
。
天
驥
基
金
や
藍
大
基
金
は
深
圳
取
引
所
に
上
場

さ
れ
た
。
こ
こ
で
早
く
も
全
国
的
規
模
の
投
資
基
金
の
市

場
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
前
後
し
て
設
立
さ
れ
た
多
く

の
投
資
基
金
の
発
行
地
は
広
東
、
黒
竜
江
、
深
圳
、
瀋

陽
、
大
連
、
海
南
、
江
蘇
等
で
、
と
り
わ
け
深
圳
に
集
中

し
た
。
こ
う
し
た
設
立
熱
は
、
規
制
法
令
が
な
い
ま
ま
各

地
に
発
生
し
た
﹁
基
金
に
対
す
る
越
権
審
査
﹂
の
結
果
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
基
金
審
査
に
ル
ー
ル
を
定
め
、
市

場
の
無
法
な
拡
大
を
規
制
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
一
九
九
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三
年
五
月
一
九
日
に
中
国
人
民
銀
行
は
投
資
基
金
の
発
行

と
上
場
及
び
投
資
基
金
管
理
会
社
の
設
立
を
中
国
金
融
機

関
が
海
外
で
設
立
し
た
基
金
・
会
社
に
限
り
、
中
国
人
民

銀
行
総
行
が
認
可
す
る
こ
と
と
し
た
。
基
金
業
は
停
滞

し
、
こ
の
後
一
九
九
八
年
上
半
期
ま
で
に
認
可
さ
れ
た
の

は
金
龍
基
金
、
宝
鼎
基
金
、
建
業
基
金
の
三
本
に
止
ま
っ

た
。基

金
に
関
し
て
最
初
の
規
制
法
令
は
一
九
九
七
年
一
一

月
一
四
日
国
務
院
証
券
管
理
委
員
会
﹁
証
券
投
資
基
金
管

理
暫
行
弁
法
﹂
で
あ
る
。
翌
九
八
年
三
月
二
七
日
に
中
国

証
券
監
督
管
理
委
員
会
の
批
准
を
経
て
成
立
し
た
南
方
基

金
管
理
会
社
と
国
泰
基
金
管
理
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
億

元
規
模
の
閉
鎖
式
基
金
を
設
立
し
た
。
基
金
開
元
と
基
金

金
泰
で
あ
る
。
両
基
金
が
中
国
投
資
基
金
の
実
質
的
幕
開

け
に
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
で
基
金
業
は
一

〇
周
年
に
な
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
は
基
金
管
理
会
社
は

一
〇
社
に
増
え
た
。
閉
鎖
式
基
金
︵
当
時
す
べ
て
契
約

型
︶
は
買
戻
し
で
き
ず
、
資
金
回
収
が
必
要
な
ら
ば
流
通

市
場
で
売
却
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
期
投
資
性
に
優
れ
、

現
在
で
も
機
関
投
資
家
︵
大
半
は
保
険
会
社
︶
の
保
有
が

多
い
。
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
八
日
に
証
監
会
は
﹁
開
放
式

証
券
投
資
基
金
試
点
弁
法
﹂
を
発
布
し
、
二
〇
〇
一
年
九

月
発
行
の
華
安
創
新
基
金
︵
価
値
型
︶、
南
方
穏
健
成
長

基
金
︵
バ
ラ
ン
ス
型
︶
及
び
同
年
一
二
月
発
行
の
華
夏
成

長
基
金
︵
成
長
型
︶
の
三
本
で
、
開
放
式
基
金
︵
オ
ー
プ

ン
エ
ン
ド
︶
が
開
始
さ
れ
た
。
以
来
、
開
放
式
基
金
を
中

心
と
し
た
発
展
が
続
い
て
い
る
。
同
弁
法
で
は
基
金
の
最

低
購
入
金
額
を
規
定
し
て
お
ら
ず
、
各
基
金
が
発
行
の
都

度
基
金
方
案
の
中
で
規
定
す
る
。
華
安
創
新
基
金
の
例
で

は
個
人
投
資
家
と
機
関
投
資
家
に
各
五
〇
％
振
分
け
、
発

行
時
間
で
は
個
人
を
優
先
す
る
。
個
人
の
購
入
下
限
額
は

一
万
元
︵
一
元
＝
一
四
円
と
す
れ
ば
一
四
万
円
︶、
機
関

投
資
家
は
三
〇
万
元
で
累
計
の
上
限
は
五
億
元
で
あ
る
。

購
入
費
用
は
購
入
金
額
の
五
％
以
内
、
買
戻
し
費
用
は
三
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％
以
内
で
あ
る
。
基
金
の
規
模
は
一
億
元
台
で
は
小
規
模

︵
巨
田
基
礎
行
業
な
ど
︶、
一
〇
〇
億
元
を
超
え
れ
ば
か
な

り
大
規
模
︵
広
発
集
豊
な
ど
︶
と
い
え
る
。
基
金
市
場
の

発
展
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四
年
六
月
一
日
に
は
現
行
﹁
証

券
投
資
基
金
法
﹂︵
全
一
二
章
一
〇
三
条
︶
が
施
行
さ
れ

た
。さ

て
、
中
国
市
場
特
有
の
事
情
と
し
て
閉
鎖
式
︵
現
行

法
上
は
﹁
非
オ
ー
プ
ン
型
﹂︶
基
金
に
対
す
る
強
い
規
制

政
策
が
あ
る
。
閉
鎖
式
基
金
の
多
く
は
大
規
模
投
資
会

社
・
証
券
会
社
が
設
定
し
た
が
、
初
期
に
は
不
祥
事
も

あ
っ
た
た
め
証
監
会
は
上
場
審
査
を
厳
格
に
し
た
。
そ
の

結
果
、
上
場
基
金
の
数
は
比
較
的
少
な
く
基
金
管
理
会
社

も
一
〇
社
に
集
中
し
た
た
め
、
投
資
家
の
人
気
を
呼
び
、

投
機
現
象
も
看
取
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
八
月
、
銀
豊
基

金
の
発
行
を
最
後
に
閉
鎖
式
基
金
は
発
行
さ
れ
ず
、
数
は

五
四
本
に
固
定
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
九
〇
年
代
末
に

設
定
さ
れ
た
基
金
の
満
期
が
二
〇
〇
七
年
を
中
心
に
集
中

し
、
二
〇
〇
六
～
八
年
の
三
年
で
約
半
数
が
終
了
し
た
。

二
〇
〇
四
年
の
新
法
第
七
一
条
は
閉
鎖
式
基
金
市
場
を
整

理
・
活
性
化
す
る
た
め
に
、
そ
の
転
換
を
明
確
に
規
定
し

た
。
転
換
と
は
終
了
繰
上
げ
に
よ
る
清
算
あ
る
い
は
開
放

式
基
金
へ
の
転
換
を
意
味
し
、
以
下
の
三
種
類
が
あ
る
。

法
第
七
五
条
に
よ
り
持
分
の
過
半
数
の
参
加
、
三
分
の
二

以
上
の
議
決
で
、
転
換
方
式
を
決
定
で
き
る
。
但
し
、
直

近
二
年
間
に
基
金
管
理
人
に
違
法
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
基
金
の
拡
大
募
集
も
契
約
期
限
の
延
長
も
認
め
ら
れ

な
い
。
基
金
契
約
が
終
了
す
れ
ば
法
第
六
八
条
で
基
金
は

清
算
さ
れ
る
。

一
、
直
接
に
開
放
式
基
金
に
転
換

保
有
者
総
会
の
決

議
を
経
て
当
局
の
承
認
を
得
、
転
換

二
、
開
放
式
基
金
と
の
合
併

一
あ
る
い
は
複
数
の
閉

鎖
式
基
金
が
一
の
開
放
式
基
金
と
合
併

三
、
開
放
式
基
金
へ
漸
次
転
換

保
有
者
総
会
の
決
議

を
経
て
﹁
開
放
日
﹂
を
決
め
、
当
該
日
に
保
有
者
は
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純
資
産
価
値
で
所
有
分
を
買
い
戻
す
︵
ほ
ぼ
一
年
以

内
︶

開
放
式
基
金
へ
の
転
換
︵
と
閉
鎖
式
基
金
の
消
滅
︶
政

策
が
進
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
二
〇
〇
四
年
当
時
の
株
価

の
下
落
、
基
金
の
投
資
特
性
の
変
化
、
管
理
費
用
の
増
加

な
ど
へ
の
対
応
が
あ
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
型
の
華
夏
平
穏
増

長
基
金
︵
二
〇
〇
六
年
八
月
成
立
︶
は
満
期
に
閉
鎖
式
か

ら
開
放
式
に
転
じ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
同
様
の
大
成
創

新
成
長
︵
二
〇
〇
七
年
六
月
成
立
︶
も
そ
の
後
の
業
績
が

良
い
。
こ
れ
に
対
し
、
残
る
閉
鎖
式
基
金
︵
伝
統
的
に
偏

株
型
︶
の
二
〇
〇
七
年
度
の
業
績
で
は
七
割
が
配
当
を
出

せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
新
規
設
立
禁
止
は
緩
め
ら
れ
、
大

成
優
先
︵
二
〇
〇
七
年
八
月
一
日
︶、
富
国
天
豊
︵
債
券

基
金
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
四
日
︶
な
ど
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。

株
式
市
場
が
絶
好
調
で
あ
っ
た
二
〇
〇
六
年
に
家
計
・

個
人
資
金
が
基
金
投
資
に
集
中
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年

代
初
め
に
農
村
で
一
攫
千
金
を
夢
見
て
﹁
養
鶏
専
業
﹂
家

が
た
く
さ
ん
登
場
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
現
象
だ
と
い
わ

れ
る
。
二
〇
〇
六
年
末
に
純
資
産
額
が
大
き
く
増
大
し
た

上
位
一
五
基
金
は
い
ず
れ
も
株
式
型
で
、
一
六
八
・
九
三

％
～
一
三
二
・
六
四
％
の
伸
び
率
を
実
現
し
た
。
二
〇
〇

三
～
二
〇
〇
八
年
の
開
放
式
基
金
︵
債
券
基
金
を
除
く
︶

四
〇
の
平
均
業
績
は
一
五
四
・
二
二
％
で
あ
る
。

投
資
信
託
の
種
類

歴
史
は
僅
か
一
〇
年
余
り
で
あ
る
が
、
中
国
の
投
資
基

金
に
は
開
放
式
と
閉
鎖
式
、
会
社
型
と
契
約
型
、
投
資
リ

ス
ク
と
収
益
に
よ
る
分
類
︵
成
長
型
、
収
入
型
、
バ
ラ
ン

ス
型
︶
な
ど
主
要
な
種
類
は
備
わ
っ
て
い
る
。
中
国
と
外

国
の
合
資
基
金
管
理
会
社
も
増
え
、
営
業
サ
ー
ビ
ス
も
改

善
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
﹁
上
場
開
放
式
基
金

︵
Ｌ
Ｏ
Ｆ
︶﹂
も
登
場
し
た
。
以
下
で
は
投
資
対
象
に
よ
る
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分
類
を
紹
介
す
る
。

株
式
型
基
金

基
金
資
産
の
六
〇
％
以
上
を
株
式
に
投

資
す
る
。
株
式
型
と
次
項
の
偏
株
型
は
リ
ス
ク
を
理
解
す

る
青
年
層
に
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。
投
資
対
象
の
特
性
に

よ
り
企
業
規
模
別
︵
大
、
中
、
小
な
ど
︶、
業
種
別
︵
基

礎
業
種
、
銀
行
業
な
ど
︶、
投
資
策
略
別
︵
新
増
長
、
成

長
、
新
趨
勢
、
核
心
価
値
、
配
当
精
選
な
ど
︶
が
名
称
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
管
理
費
は
一
・
五
％
で
あ
る
。

混
合
型
基
金

株
式
債
券
バ
ラ
ン
ス
型
は
株
式
投
資
へ

の
配
分
の
平
均
値
と
債
券
へ
の
配
分
の
平
均
値
の
間
の
差

が
一
般
に
五
％
以
内
で
あ
る
。
偏
株
型
は
株
式
投
資
が
主

で
、
そ
の
比
率
の
平
均
値
を
債
券
投
資
比
率
の
平
均
値
よ

り
大
き
く
し
、
差
は
一
般
に
一
〇
％
以
上
に
な
る
。
こ
の

反
対
が
偏
債
型
で
あ
る

債
券
型
基
金

債
券
基
金
と
は
弁
法
で
﹁
百
分
の
八
十

の
資
産
を
債
券
に
投
資
す
る
も
の
﹂
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
の
南
方
宝
元
か
ら
始
ま
っ
た
。
純

債
券
型
基
金
︵
一
切
株
式
投
資
を
し
な
い
︶
と
、
新
株
購

入
は
行
な
う
が
積
極
的
に
株
式
投
資
は
し
な
い
︵
株
式
が

一
〇
～
一
五
％
位
︶
基
金
の
二
種
類
が
あ
る
。
純
債
券
型

は
少
な
く
、
転
換
社
債
や
新
株
引
受
権
付
社
債
保
有
の
結

果
新
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
上
限
比
率
が
あ

り
、
六
〇
日
以
内
に
売
出
す
な
ど
と
し
て
い
る
︵
華
夏
債

券
の
例
︶。
株
式
投
資
を
す
る
タ
イ
プ
は
、
さ
ら
に
一
級

債
基
︵
発
行
市
場
で
の
み
購
入
︶
と
二
級
債
基
︵
流
通
市

場
で
購
入
︶
に
分
け
ら
れ
る
。
一
定
程
度
株
式
を
保
有
す

る
基
金
は
こ
の
数
年
の
ブ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
余
慶
を
受
け

﹁
一
挙
両
得
﹂
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
株
価
の
暴

落
で
株
式
型
よ
り
も
債
券
型
基
金
の
設
定
が
多
く
な
っ
た

︵
二
〇
〇
二
～
七
年
の
成
立
数
二
八
に
対
し
て
、
二
〇
〇

八
年
中
に
は
三
二
成
立
︶。

元
本
確
保
型
基
金

満
期
時
に
全
部
あ
る
い
は
一
部
の

投
資
元
本
を
確
保
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
一
定
比
率
で
確
保

さ
せ
る
こ
と
を
約
束
す
る
基
金
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
の
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三
本
が
二
〇
〇
八
年
末
に
は
五
本
と
増
え
た
。

貨
幣
市
場
基
金

国
庫
券
、
巨
額
の
譲
渡
性
預
金
、
商

業
手
形
、
短
期
社
債
券
等
の
短
期
有
価
証
券
に
投
資
す

る
。
二
〇
〇
三
年
一
二
月
成
立
の
華
安
現
金
富
利
が
最
初

で
あ
り
、
高
収
入
階
層
の
流
動
性
管
理
で
多
く
の
ニ
ー
ズ

を
吸
収
し
た
。
嘉
実
貨
幣
の
運
用
例
で
は
債
券
が
約
五
〇

％
、
売
戻
条
件
付
買
入
証
券
が
約
四
〇
％
で
あ
っ
た
︵
二

〇
〇
七
年
末
︶。
貨
幣
型
基
金
Ａ
級
は
年
販
売
サ
ー
ビ
ス

費
用
〇
・
二
五
％
、
機
関
投
資
家
向
け
に
新
た
に
作
ら
れ

た
基
金
Ｂ
級
は
〇
・
〇
一
％
で
あ
る
。

指
数
基
金

証
券
市
場
の
各
種
価
格
指
数
を
基
準
と
す

る
。
伝
統
的
な
タ
イ
プ
に
華
安
一
八
〇
、
大
同
一
八
〇
、

博
時
裕
富
、
銀
華
│
道
瓊
斯
八
八
精
選
、
長
城
久
泰
三
〇

〇
、
万
家
上
証
一
八
〇
、
嘉
実
滬
深
三
〇
〇
、
華
安
中
国

Ａ
株
な
ど
、
新
た
な
上
場
基
金
タ
イ
プ
に
華
夏
中
小
版
Ｅ

Ｔ
Ｆ
、
華
夏
上
証
Ｅ
Ｔ
Ｆ
、
易
方
達
深
証
一
〇
〇
Ｅ
Ｔ

Ｆ
、
友
邦
華
泰
上
証
紅
利
Ｅ
Ｔ
Ｆ
な
ど
が
あ
る
。
指
数
に
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貨幣市場基金
（Ａ級） 40

（Ｂ級） 11

（ 計：閉鎖式含め468 ）

32閉鎖式基金

59

バランス型 42

偏債型 8

債券基金
債券型 82

中短債型 1

その他基金
元本確保型 5

2008年末基金の数（QDII 基金⑴を除く）

株式基金
株式型 164

指数型 19

混合基金

偏株型

［資料］ 中国証券投資基金2008年業績統計報告

（注）⑴ 合格国内機関投資家

⑵ 発表に含まれなかったので、2007年の数字である。



は
上
証
一
八
〇
指
数
︵
上
海
取
引
所
二
〇
〇
二
年
七
月
一

日
開
始
︶、
上
証
五
〇
指
数
︵
上
海
取
引
所
二
〇
〇
四
年

一
月
二
日
正
式
公
表
︶、
中
信
標
普
三
〇
〇
指
数
︵
中
信

証
券
・
標
準
普
爾
が
共
同
開
発
し
た
Ａ
株
基
準
指
数
、
二

〇
〇
四
年
三
月
一
日
開
始
︶、
上
証
紅
利
指
数
︵
上
海
取

引
所
二
〇
〇
五
年
一
月
四
日
正
式
公
表
︶、
中
小
企
業
板

価
格
指
数
︵
深
圳
取
引
所
二
〇
〇
六
年
一
月
二
四
日
対
外

公
表
︶
な
ど
が
あ
る
。
博
時
会
社
︵
二
〇
〇
六
年
ご
ろ
︶

の
調
査
で
は
個
人
投
資
家
の
六
一
％
の
投
資
収
益
は
指
数

基
金
の
示
す
収
益
に
及
ば
な
い
。
株
式
型
な
ど
と
異
な

り
、
基
金
の
間
の
業
績
の
差
は
少
な
く
、
取
引
単
位
は
低

く
、
か
つ
取
引
費
用
は
開
放
式
の
四
分
の
一
～
五
分
の
一

で
あ
る
。

基
金
の
数
は
二
〇
〇
九
年
六
月
初
め
に
は
総
計
五
〇
一

と
報
道
さ
れ
た
︵
株
式
型
二
四
四
、
混
合
型
一
二
一
、
債

券
型
七
七
、
貨
幣
型
四
二
、
元
本
確
保
型
六
、
海
外
投
資

の
Ｑ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
基
金
一
一
︶。
閉
鎖
式
は
三
四
で
あ
る
。

基
金
管
理
会
社

基
金
管
理
会
社
の
設
立
に
は
法
第
一
三
条
で
登
録
資
本

一
億
元
以
上
、
主
要
株
主
が
﹁
証
券
経
営
、
証
券
投
資
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
信
託
資
産
管
理
又
は
そ
の
他
の
金
融

資
産
管
理
で
良
好
な
業
績
と
信
用
を
有
し
、
直
近
三
年
間

に
違
法
行
為
が
な
く
、
登
録
資
本
三
億
人
民
元
以
上
﹂
そ

の
他
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
基
金
管
理
会
社
の
数
は
二
〇

〇
五
年
度
三
三
社
、
二
〇
〇
六
年
度
四
五
社
、
現
在
は
六

〇
社
を
超
え
て
い
る
。
株
式
投
資
の
管
理
能
力
の
点
で
は

広
発
基
金
が
常
に
上
位
に
あ
る
。﹃
基
金
精
選
二
〇
〇
八
﹄

掲
載
の
優
良
基
金
八
六
を
運
用
す
る
著
名
な
基
金
管
理
会

社
は
以
下
の
三
七
社
で
あ
る
。

広
発
、
易
方
達
、
華
夏
、
富
国
、
上
投
摩
根
富
林
明
、

興
業
、
長
盛
、
嘉
実
、
鵬
華
、
建
信
、
博
時
、
国
海
富
蘭

克
林
、
光
大
保
徳
信
、
華
安
、
景
順
長
城
、
巨
田
、
招
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商
、
東
方
、
匯
添
富
、
長
城
、
華
宝
興
業
、
中
信
、
工
銀

瑞
信
、
万
家
、
南
方
、
融
通
、
泰
達
荷
銀
、
中
欧
、
中
郵

創
業
、
諾
安
、
大
成
、
国
泰
、
華
富
、
天
治
、
易
民
、
銀

河
、
友
邦
華
泰

基
金
市
場
で
は
開
放
式
基
金
が
主
体
で
あ
り
、
ま
た
多

く
の
個
人
投
資
家
が
選
択
す
る
の
も
開
放
式
で
あ
る
。
基

金
管
理
会
社
は
開
放
式
基
金
で
一
定
の
基
盤
が
で
き
た

後
、
大
衆
投
資
家
向
け
に
債
券
基
金
、
元
本
確
保
基
金
等

の
新
た
な
品
種
を
開
発
し
、
提
供
し
て
き
た
。
開
放
式
基

金
の
市
場
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
最
初
の
基
金
を
設
定
し

た
華
安
基
金
管
理
会
社
が
﹁
開
拓
者
﹂
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
独
占
し
て
お
り
、
全
国
の
販
売
地
で
ネ
ッ
ト
上
の
販

売
が
予
約
で
一
杯
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
基
金
は
当
初
は

単
一
の
銀
行
が
販
売
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
多
く
の
銀

行
・
証
券
会
社
が
共
同
販
売
し
て
い
る
。

開
放
式
基
金
販
売
の
ル
ー
ト

基
金
会
社
の
直
接
販
売

現
場
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
ネ
ッ
ト
、
自
社
基
金

商
業
銀
行
の
営
業
店
舗

現
場
そ
の
他
、
多
種
基
金

証
券
会
社
の
営
業
部

現
場
そ
の
他
、
多
種
基
金

そ
の
他

保
険
会
社
、
信
託
投
資
会
社

な
ど

中
国
は
日
本
以
上
に
﹁
間
接
金
融
﹂
の
国
で
あ
り
、
巨

額
の
預
金
を
持
つ
銀
行
が
ま
ず
は
基
金
販
売
の
先
鋒
と

な
っ
た
。
基
金
の
側
で
は
現
に
あ
る
強
力
な
銀
行
の
機
能

を
利
用
し
て
当
然
、
銀
行
の
ほ
う
も
労
せ
ず
し
て
店
頭
に

多
様
な
基
金
品
種
を
用
意
で
き
れ
ば
顧
客
の
運
用
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
ら
れ
、
共
に
﹁
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
﹂
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
銀
行
員
は
証
券
の
販
売
に
は
素
人

で
あ
る
。
有
価
証
券
投
資
の
実
際
経
験
を
持
つ
顧
客
を
有

し
、
販
売
能
力
で
優
勢
に
立
つ
証
券
会
社
が
、
基
金
販
売

に
入
っ
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
証
券
会
社
の
営
業

部
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
良
く
理
解
し
対
面
の
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
で
あ
る
。
と
り
わ
け
大
規
模
な
一
般
向
け
宣
伝
を
必
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要
と
す
る
開
放
式
基
金
の
販
売
で
は
こ
の
営
業
部
の
能
力

が
役
に
立
つ
。
二
〇
〇
二
年
以
後
、
多
く
の
証
券
会
社
が

基
金
販
売
資
格
を
取
得
し
た
。
基
金
設
定
当
初
は
投
資
家

の
費
用
負
担
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
既
存
の
銀
行
や
証
券

会
社
を
活
用
す
る
の
が
近
道
で
も
あ
っ
た
。
販
売
対
象
は

ほ
ぼ
個
人
投
資
家
と
機
関
投
資
家
が
半
々
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
長
期
的
に
見
れ
ば
基
金
管
理
会
社
の
直
接

販
売
も
必
要
で
あ
っ
た
。
保
険
会
社
の
販
売
網
も
そ
れ
な

り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人

口
が
非
常
に
増
え
て
い
る
現
在
、
技
術
レ
ベ
ル
が
許
し
、

安
全
が
保
証
さ
れ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
ル
ー
ト
は
さ
ら

に
多
く
の
投
資
家
を
吸
引
す
る
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
三

年
、
招
商
基
金
は
招
商
安
泰
系
列
基
金
の
販
売
で
率
先
し

て
﹁
ネ
ッ
ト
基
金
口
座
開
設
﹂
を
行
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
販

売
に
は
証
券
会
社
営
業
部
へ
往
復
し
、
店
先
に
並
ん
で
待

つ
な
ど
の
時
間
と
煩
瑣
な
手
続
き
が
な
い
。
二
〇
〇
四
年

以
後
多
く
の
基
金
会
社
は
続
い
て
﹁
銀
連
通
﹂﹁
銀
基
通
﹂

な
ど
の
ネ
ッ
ト
取
引
系
列
に
進
出
し
た
。
主
な
利
用
者
は

機
関
投
資
家
や
大
口
個
人
投
資
家
で
あ
る
。
基
金
管
理
会

社
の
直
接
販
売
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
銀
行
・
保
険
・
信

託
投
資
会
社
な
ど
と
の
﹁
相
互
乗
り
入
れ
﹂
型
の
販
売
も

現
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

開
放
式
基
金
の
発
行
期
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
公
告
が
行

な
わ
れ
る
。
基
金
の
招
募
説
明
書
は
販
売
す
る
銀
行
の
公

告
や
い
く
つ
か
の
専
門
﹃
証
券
報
﹄
に
載
る
が
、
こ
れ
ら

を
見
る
層
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
最
終
的
に
は
﹃
北
京

青
年
報
﹄
や
﹃
新
民
晩
報
﹄
な
ど
大
衆
的
な
媒
体
を
利
用

す
る
。
ま
た
、
基
金
会
社
は
会
社
株
主
、
同
従
業
員
、
同

業
機
関
、
社
会
団
体
、
新
聞
伝
播
媒
体
、
政
府
機
関
及
び

消
費
者
な
ど
と
の
関
連
を
フ
ル
に
利
用
し
、
銀
行
で
は
営

業
人
員
に
顧
客
に
対
す
る
販
売
促
進
を
行
な
わ
せ
て
い

る
。中

国
国
内
と
外
資
と
の
合
資
管
理
会
社
も
か
な
り
見
ら

れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
二
〇
〇
七
年
一
月
に
成
立
し
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た
新
基
金
で
あ
り
な
が
ら
同
年
末
に
好
業
績
を
出
し
た
中

欧
新
趨
勢
で
あ
ろ
う
。
投
資
株
式
は
国
内
銘
柄
で
あ
る

が
、
英
国
籍
の
運
用
担
当
者
の
腕
が
良
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
以
前
四
年
間
の
合
資
会
社
は
市
場
に
対
す
る
刺
激
の

意
味
は
あ
っ
た
が
、
業
績
面
で
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。

基
金
の
運
用

一
九
九
七
年
﹁
証
券
投
資
基
金
管
理
暫
行
弁
法
﹂
の
規

定
で
は
、
基
金
の
投
資
範
囲
は
国
債
と
、
国
内
で
法
に
依

拠
し
て
発
行
・
上
場
し
て
い
る
株
式
に
限
ら
れ
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
構
成
は
株
式
に
八
〇
％
、
国
債
に
二
〇
％
と

さ
れ
た
。
保
有
す
る
上
場
会
社
一
社
の
株
式
は
基
金
資
産

の
純
資
産
価
値
の
一
〇
％
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
基
金
と

基
金
管
理
人
が
管
理
す
る
そ
の
他
の
基
金
が
保
有
す
る
あ

る
一
社
の
発
行
証
券
の
総
額
は
当
該
証
券
の
一
〇
％
を
超

え
て
は
な
ら
な
い
。
基
金
の
間
の
相
互
投
資
は
禁
止
さ

れ
、
基
金
資
産
を
抵
当
、
担
保
、
あ
る
い
は
短
期
・
中
期

等
の
貸
付
に
用
い
て
は
な
ら
ず
、
基
金
が
証
券
信
用
取
引

等
に
従
事
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
弁
法
成
立
以
前
の

基
金
︵
老
基
金
︶
に
は
信
託
法
の
原
理
に
合
わ
な
い
、
規

模
が
相
対
的
に
小
さ
い
、
投
資
効
率
が
悪
い
、
流
通
ル
ー

ト
が
不
適
切
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
構
成
が
非
常
に
不
合

理
、
リ
ス
ク
回
避
の
能
力
に
劣
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た

が
、
弁
法
以
後
は
合
併
、
資
産
整
理
な
ど
に
よ
り
不
良
資

産
は
す
べ
て
比
較
的
流
通
性
の
あ
る
上
場
会
社
株
式
、
国

債
あ
る
い
は
現
金
資
産
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
二
〇
〇
四

年
新
法
で
は
弁
法
の
よ
う
な
具
体
的
な
要
件
に
は
言
及
さ

れ
ず
、
第
五
八
条
で
投
資
対
象
を
上
場
株
式
、
債
券
及
び

監
督
部
門
が
定
め
る
そ
の
他
の
証
券
商
品
に
限
定
す
べ
き

だ
と
の
抽
象
的
な
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
細
目
は
基

金
管
理
者
が
定
め
て
契
約
書
に
明
記
す
れ
ば
よ
い
︵
第
五

七
条
︶。

実
際
に
、
業
績
が
良
い
と
評
価
さ
れ
る
複
数
の
株
式
型
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基
金
の
投
資
例
を
見
る
と
、
純
資
産
の
五
～
一
〇
％
を
一

銘
柄
に
集
中
投
資
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
上
位
一
〇
銘
柄

に
比
較
的
多
く
登
場
す
る
の
は
招
商
銀
行
、
工
商
銀
行

︵
二
〇
〇
八
年
世
界
金
融
機
関
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ

︵
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
︶
で
一
位
︶、
浦
東
発
展
銀
行
な

ど
の
全
国
的
規
模
の
銀
行
、
瀘
州
老
窖
、
三
一
重
工
、
宝

鋼
、
武
鋼
、
貴
州
茅
台
、
蘇
寧
電
器
、
万
科
Ａ
、
中
国
石

油
、
中
国
石
化
、
中
国
神
華
、
塩
湖
鉀
肥
、
中
国
連
通
、

長
江
電
力
、
保
険
の
中
国
平
安
、
証
券
で
は
中
信
証
券
な

ど
で
あ
る
。
最
近
の
報
道
で
は
浦
東
発
展
銀
行
が
招
商
銀

行
を
抜
い
て
筆
頭
の
重
点
株
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

基
金
市
場
は
狭
隘
で
、
若
干
の
証
券
会
社
、
信
託
投
資

会
社
と
基
金
管
理
会
社
等
が
基
金
の
発
起
人
と
な
る
資
格

を
持
ち
、
基
金
設
立
を
申
請
す
る
発
起
人
と
基
金
管
理
人

は
常
に
同
一
で
あ
る
。
こ
の
た
め
基
金
の
管
理
権
は
独
占

的
と
な
り
、
基
金
発
起
人
は
投
資
者
や
基
金
所
有
者
の
利

益
よ
り
も
基
金
管
理
者
の
権
益
を
代
表
す
る
。
そ
の
結
果

が
、
関
係
者
取
引
や
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
と
な
っ
て
現
れ

た
。
関
係
者
取
引
と
は
基
金
管
理
会
社
が
基
金
資
産
を
そ

の
支
配
株
主
の
新
株
発
行
、
引
受
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
運
用

す
る
こ
と
で
、
高
値
で
買
い
、
低
値
で
売
る
方
式
で
支
配

株
主
に
利
益
を
も
た
ら
す
。
資
金
管
理
会
社
は
す
べ
て
証

券
会
社
か
信
託
投
資
会
社
中
心
の
発
起
設
立
で
あ
り
、
主

要
な
部
署
に
は
親
会
社
か
ら
多
く
の
人
員
が
来
て
い
る
の

で
、
事
態
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
る
。
同
一
基
金
管
理
会
社

の
中
で
複
数
の
基
金
が
相
互
に
関
係
者
取
引
を
行
な
う
こ

と
も
あ
る
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
は
一
般
に
基
金
と
上
場

会
社
の
間
に
生
じ
る
。

ま
た
、
現
在
の
中
国
で
は
基
金
管
理
人
の
行
為
に
対
し

て
有
効
な
規
制
が
な
い
と
さ
れ
る
。
一
つ
に
は
、
契
約
型

基
金
の
受
益
者
は
管
理
人
に
資
産
を
委
託
し
た
後
、
受
益

者
大
会
に
出
席
で
き
る
が
、
日
々
の
運
用
に
つ
い
て
投
票

権
は
な
い
。
保
険
会
社
な
ど
一
〇
％
以
上
を
所
有
す
る
大

受
益
者
と
い
え
ど
も
同
じ
で
、
資
金
の
運
用
を
決
定
す
る
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の
は
二
・
五
％
所
有
の
発
起
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
株
式
会

社
の
株
主
と
同
様
の
権
限
を
受
益
者
に
望
む
議
論
で
あ
る

が
、
実
際
に
は
大
受
益
者
は
あ
る
程
度
管
理
会
社
の
政
策

に
影
響
を
与
え
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
つ
に

は
、
基
金
受
託
者
︵
商
業
銀
行
︶
は
基
金
管
理
人
が
選
ぶ

た
め
、
両
者
は
独
立
し
た
関
係
を
保
て
な
い
。
現
在
の
基

金
受
託
者
市
場
は
工
商
、
建
設
、
中
国
、
農
業
及
び
交
通

の
五
大
銀
行
の
寡
占
状
態
で
、
と
り
わ
け
工
商
銀
行
の

シ
ェ
ア
が
高
い
。
興
業
、
招
商
及
び
華
夏
な
ど
の
中
小
銀

行
は
資
産
一
〇
〇
億
元
以
下
の
基
金
を
受
託
し
て
い
る
。

結
局
、
基
金
に
対
す
る
監
督
は
主
と
し
て
︵
余
り
有
効
で

な
い
︶
政
府
︵
証
監
会
︶
と
市
場
︵
価
格
評
価
、
世
論
︶

に
よ
る
も
の
と
な
り
、
事
実
上
基
金
管
理
人
の
行
為
は
野

放
し
状
態
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
先
に
基
金
市

場
に
は
﹁
歴
史
遺
留
﹂
問
題
は
な
い
と
し
た
が
、
ど
う
や

ら
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
十
年
も
前
か
ら
の
遺

留
問
題
で
は
な
い
が
、
こ
の
一
〇
年
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
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題
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
。

二
〇
〇
八
年
末
の
業
績
は
前
掲
表
の
通
り
で
あ
る
。
二

〇
〇
八
年
に
は
株
式
型
は
す
べ
て
欠
損
を
出
し
、
債
券
型

の
純
資
産
増
加
率
は
九
～
一
二
％
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
運
用

歴
史
的
に
は
中
国
基
金
の
投
資
収
益
力
は
悪
く
は
な

か
っ
た
。
例
え
ば
、
株
式
市
場
が
絶
好
調
で
あ
っ
た
二
〇

〇
六
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
基
金
の
純
資
産
価
値
は
五
〇
％

以
上
の
年
増
加
率
を
示
し
た
。
し
か
し
そ
の
利
益
を
完
全

に
享
受
で
き
た
所
有
者
は
三
分
の
一
も
い
な
か
っ
た
。
長

期
保
有
が
少
な
く
、
そ
の
一
年
内
に
購
入
し
た
も
の
が
多

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
五
年
の
株
式

市
場
が
大
底
を
打
つ
こ
ろ
に
設
定
さ
れ
た
株
式
型
基
金
は

黙
っ
て
い
て
も
そ
の
後
の
市
場
の
絶
好
調
で
好
業
績
を
享

受
し
た
。
最
初
に
適
切
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
成
し
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
株
式
型
で
は
好
調
時
に
九

〇
％
以
上
を
株
式
に
投
資
し
、
二
〇
〇
七
年
半
ば
以
後
の

市
場
調
整
時
に
は
こ
れ
を
八
〇
％
ぐ
ら
い
に
落
す
例
も
見

ら
れ
た
。
上
海
取
引
所
総
合
指
数
は
二
〇
〇
七
年
一
月
二

四
日
に
過
去
最
高
の
二
九
七
五
・
一
三
点
を
記
し
、
以
後

急
落
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
四
日
の
一
七
〇
六
・
七
〇
点

を
底
に
、
二
〇
〇
九
年
六
月
一
日
に
は
二
七
〇
〇
点
を
超

え
、
七
ヶ
月
で
一
〇
〇
〇
点
の
増
大
を
記
録
し
た
。
大
き

な
起
伏
を
経
験
し
て
、
こ
れ
か
ら
が
基
金
の
本
格
的
な
運

用
と
な
ろ
う
。

中
国
基
金
業
の
弱
点
の
一
つ
に
﹁
羊
の
群
れ
﹂
型
行
為

が
あ
る
。﹁
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
効
果
﹂
に
近
い
も
の
だ
。
多

数
の
基
金
が
周
り
を
見
て
同
一
の
銘
柄
を
追
い
か
け
て
売

買
す
る
た
め
、
株
式
市
場
で
暴
騰
暴
落
を
呼
び
や
す
く
、

基
金
が
対
象
と
す
る
時
価
総
額
の
大
き
い
銘
柄
に
激
し
い

上
下
動
が
起
き
る
結
果
と
な
る
。
基
金
の
数
が
顕
著
に
増

え
た
の
に
自
分
で
判
断
で
き
る
運
用
者
が
養
成
さ
れ
て
お
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ら
ず
、
失
敗
を
恐
れ
る
運
用
者
が
先
導
者
の
真
似
を
し

て
、
比
較
的
少
な
い
数
の
銘
柄
に
集
中
投
資
す
る
こ
と
が

多
い
の
だ
。
現
行
法
第
一
六
条
は
運
用
者
の
資
格
を
﹁
基

金
取
扱
い
資
格
及
び
三
年
以
上
の
関
連
業
務
経
験
﹂
と
し

て
い
る
が
、
つ
ま
り
は
大
学
を
出
て
三
～
四
年
の
も
の
が

多
い
の
だ
。
大
部
分
の
基
金
会
社
で
は
傘
下
の
各
基
金
が

九
割
が
た
同
じ
よ
う
な
運
用
を
し
て
い
る
。
表
面
的
に
は

基
金
そ
れ
ぞ
れ
の
投
資
特
色
が
あ
っ
て
も
、
内
実
は
余
り

変
わ
り
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
〇
本
以
上
の
基
金
が
投

資
し
て
い
る
株
式
︵
重
点
株
︶
は
四
〇
ぐ
ら
い
あ
る
。
基

金
の
本
年
第
一
季
報
で
筆
頭
重
点
株
の
浦
東
発
展
銀
行
株

は
一
六
一
の
基
金
が
一
五
・
九
億
株
を
保
有
し
て
い
る

︵
流
通
株
高
の
三
一
・
七
四
％
︶。
政
策
担
当
者
に
最
も
近

い
投
資
機
関
で
あ
る
社
会
保
障
基
金
の
投
資
行
動
は
一
種

の
風
見
鶏
と
な
り
、
基
金
を
含
む
多
数
の
投
資
家
に
と
っ

て
﹁
リ
ー
ダ
ー
羊
﹂
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
だ
。
こ
の
弊

害
︵
同
一
方
向
へ
の
集
中
投
資
傾
向
︶
を
な
く
す
に
は
、

投
資
・
リ
ス
ク
対
処
の
選
択
肢
の
拡
大
︵
上
場
会
社
を
増

や
し
、
そ
の
内
容
を
高
め
る
、
適
切
な
リ
ス
ク
回
避
商
品

の
開
発
な
ど
︶、
独
立
性
の
高
い
適
切
な
基
金
評
価
シ
ス

テ
ム
を
作
る
︵
現
在
あ
る
の
は
中
信
証
券
系
︶、
投
資
家

へ
の
情
報
公
開
の
改
善
︵
上
場
会
社
関
係
と
基
金
設
立
関

係
︶
及
び
運
用
者
へ
の
適
切
な
報
酬
体
系
︵
頻
繁
な
運
用

者
の
交
代
を
回
避
す
る
︶
な
ど
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
。

情
報
公
開
に
つ
い
て
は
﹁
証
券
投
資
基
金
情
報
公
開
管

理
弁
法
﹂
第
五
条
で
、
公
開
さ
れ
る
べ
き
情
報
は
﹁
基
金

募
集
説
明
書
﹂﹁
定
期
報
告
﹂
か
ら
﹁
不
祥
事
が
あ
っ
た

際
の
整
理
公
告
﹂
ま
で
一
六
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

閉
鎖
式
基
金
で
は
証
券
取
引
所
上
場
時
に
上
場
公
告
書

が
、
開
放
式
基
金
で
は
六
ヶ
月
ご
と
に
公
開
説
明
書
が
必

要
と
さ
れ
る
。
中
国
企
業
の
四
半
期
は
一
～
三
、
四
～

六
、
七
～
九
、
一
〇
～
一
二
月
で
、
基
金
で
も
一
、
二
、

三
、
四
期
の
季
報
は
四
、
七
、
一
〇
、
翌
一
月
に
出
さ
れ

る
。
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
に
は
国
際
基
準
に
合
致
し
た
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情
報
公
開
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
標
準
規
範
及
び
同
モ
デ
ル
第
一
号

︵
季
度
報
告
︶
が
公
表
さ
れ
た
。

投
資
家
か
ら
み
て
直
接
投
資
か
プ
ロ
の
運
用
︵
基
金
︶

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
九
月
現
在
、
前
者

の
損
は
三
〇
％
、
基
金
の
損
は
五
〇
％
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ど
う
も
基
金
の
分
は
悪
い
。
一
九
九
〇
年
代
中
期
以

降
、
銀
行
、
証
券
、
保
険
そ
し
て
投
資
基
金
会
社
が
す
べ

て
個
人
資
産
運
用
業
務
に
乗
り
出
し
、
従
業
員
も
増
え
た

が
、
統
一
的
な
運
用
業
務
標
準
と
管
理
規
範
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
量
に
も
差
が
あ
り
、
大
多
数
の
運
用
業
務

は
商
品
設
計
と
管
理
に
お
い
て
初
級
レ
ベ
ル
だ
と
も
い
わ

れ
る
。
中
国
人
の
退
職
後
の
生
活
の
理
想
は
﹁
冬
に
は
海

南
島
で
太
陽
を
浴
び
、
夏
に
は
九
寨
溝
に
避
暑
に
行
く
﹂

で
あ
る
。
理
想
の
老
後
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
基
金
投
資

は
最
適
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
投
資
家
に
も
﹁
市
場
の
一

員
﹂
と
し
て
基
金
を
育
て
る
自
覚
が
必
要
で
あ
る
よ
う

だ
。
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